
只見町議会中継は、只見町議会
ホームページからも視聴できます。
� 議会中継へ➡

議会だより
自然と人間社会が共生する只見町

No.184　
令和８年７月10日発行

2026 JULY

ぶなのもりこども園
運動フェスティバル
（表紙の説明は12ページへ）
只見町の未来を考える！令和８年６月会議� … 2～5
只見小学生が議会傍聴� ………………………… 6～8
９名が町政を問う！一般質問�……………… 13～22



町民
の声

町民
の声

八久保国夫さん

４８件の申請があり不足分を補正。
総額で１，２８５万円となる。

29万7千円

285万円

問
観
光
開
発
審
議
会

の
委
員
に
湯
ら
里

関
係
者
は
選
定
さ
れ
る
の

か
。

町
唯
一
の
天
然
温
泉
の

今
後
は

克雪対策事業補助金

観光開発審議会委員
報酬・旅費（委員１０名３回分）

湯ら里の源泉が枯れる可能性

もあると聞いたので心配はし

てます。只見町唯一の温泉だ

から、赤字を解消してなんと

か存続して欲しいですね。

� （朝日地区50代男性）

　
昨
年
９
月
に
は
源
泉
採

掘
に
対
し
て
答
申
が
出
さ

れ
た
が
、
今
回
の
審
議
会

は
季
の
郷
湯
ら
里
の
あ
り

方（
運
営
や
施
設
全
般
）を

再
検
討
す
る
。
選
定
さ
れ

た
委
員
は
町
か
ら
の
相
談

（
諮
問
）に
対
し
て
調
査
結

果
を
ま
と
め
、
提
言
（
答

申
）
を
お
こ
な
う
。

（千円未満切捨て）

答
現
在
選
定
中
で
あ

る
が
選
定
す
る
予

定
は
な
い
。

制度は良い。現在一回のみだが、次の塗装時

も補助が出ると大変助かる。今は、母屋だけ

だが車庫も補助があれば非常に助かる。

　
６
月
定
例
会
の
中
で
示
さ
れ
た
事
業
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
八
十
里
越
道
路
の
開

通
に
よ
り
、
只
見
町
の
観
光
に
は
大
き
な
変
化
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
只
見
線
を
活
用
し
た
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
誘
客
に
も
大
き
な
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
る
新
し
い
事
業
に
は
期
待
す
れ

ば
こ
そ
の
慎
重
な
意
見
も
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
が
こ
れ
か
ら
も
豪
雪
地
帯
に
住
み
続
け
る
た
め

の
予
算
も
可
決
し
ま
し
た
。
詳
し
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

のための予算を可決!
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町民
の声

　
環
境
性
能
割
と
は
令
和

元
年
10
月
に
消
費
税
増
税

と
自
動
車
取
得
税
廃
止
に

伴
い
導
入
さ
れ
た
税
制
だ

が
、
制
度
が
複
雑
で
わ
か

り
に
く
い
、
消
費
税
と
の

二
重
課
税
に
対
す
る
強
い

批
判
が
あ
っ
た
。
ま
た
物

価
高
騰
対
策
の
側
面
も
あ

り
令
和
８
年
３
月
末
で
廃

止
さ
れ
た
。

　
環
境
性
能
割
の
廃
止
に

よ
り
軽
自
動
車
の
購
入
費

軽
自
動
車
の
環
境
性
能
割
、

廃
止
さ
れ
る

台湾観光物産イベント参加に伴う
職員派遣旅費等として

加藤三紀子さん

95万円
問
台
湾
の
観
光
物
産

イ
ベ
ン
ト
に
職
員

を
派
遣
す
る
目
的
は
。

答
雪
を
活
用
し
た
観

光
ニ
ー
ズ
調
査
を

行
い
、
今
後
の
観
光
商
品

開
発
に
つ
な
げ
る
た
め
。

　
9
月
に
台
北
で
開
催
さ

れ
る
県
主
催
の
観
光
イ
ベ

ン
ト
に
職
員
３
名
を
派
遣
。

Ｊ
Ｒ
只
見
線
を
P
R
し
、

台
湾
か
ら
の
誘
客
と
会
津

川
口
駅
か
ら
只
見
駅
間
の

利
用
促
進
を
目
指
す
。

用
が
安
く
な
る
メ
リ
ッ
ト

は
あ
る
も
の
の
、
環
境
性

能
割
は
地
方
税
の
た
め
歳

入
の
減
収
に
も
な
る
こ
と

は
デ
メ
リ
ッ
ト
と
も
言
え

る
。

　
な
お
、
令
和
10
年
５
月

１
日
か
ら
は
電
気
自
動
車

と
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
車
に
自
動
車
重
量
税

の
特
例
加
算
と
し
て
車
検

時
に
新
た
な
税
を
徴
収
す

る
仕
組
み
が
導
入
さ
れ
る
。

只見の雪景色は素晴らしく、移住

してからその魅力を日々感じてい

ます。だからこそ、只見線の運休

で多くの人に見てもらえない現状

は残念です。魅力発信をさらに強

めてほしいです。

新しい交流と生活
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【
賛
成
】

・
鈴
木　
可
能
性
を
確
認

す
る
た
め
の
調
査
は
必

要
。

・
中
野　
事
業
化
の
可
否

を
判
断
す
る
た
め
の
調

査
で
あ
る
。

・
菅
家　
議
員
な
ら
全
て

に
反
対
す
る
の
で
は
な

く
、
予
算
の
修
正
案
を

提
出
す
べ
き
。

・
矢
沢　
判
断
材
料
を
得

る
た
め
調
査
に
賛
成
。

【
反
対
】

・
小
沼　
余
名
沢
は
流
量

不
足
で
調
査
対
象
と
し

　水資源を活かした小水力発電事業の事業性調査費を含む補正予算が可決
しました。発電量や採算性、環境への影響などを調査し、事業化の可能性
を検討します。

　再生可能エネルギーの地産地消を進め、売電収益による地域財源の確保
や災害時にも活用できる分散型電源の整備を目指し、小規模水力発電の事
業性評価調査を実施する。地域資源を組み合わせた「自然首都・只見」の
地域ブランドを強化するものである。

小水力発電の可能性を調査

小
水
力
発
電
事
業
の

可
能
性
に
向
け
て
動
き
出
す

問
今
回
の
小
水
力
発

電
調
査
の
背
景
は
。

答
県
の
調
査
や
専
門

家
に
よ
る
再
評
価

で
、
町
内
の
普
通
河
川
に

50
k
W
規
模
の
発
電
可
能

性
が
示
さ
れ
た
た
め
で
あ

る
。
国
の
補
助
金
（
上
限

2
，0
0
0
万
円
、補
助
率

10
分
の
10
）
を
活
用
し
、

余
名
沢
を
対
象
に
地
形
・

流
量
・
環
境
調
査
、
事
業

性
評
価
、
基
本
設
計
な
ど

を
行
う
。

問
な
ぜ
余
名
沢
を
選

ん
だ
の
か
。

答
普
通
河
川
で
水
利

権
調
整
が
不
要
で

あ
る
こ
と
に
加
え
、
災
害

時
の
避
難
所
と
な
る
「
季

の
郷 
湯
ら
里
」
に
近
く
、

非
常
時
の
電
源
確
保
に
つ

な
が
る
た
め
で
あ
る
。

問
過
去
の
小
水
力
発

電
事
業
が
進
ま
な

か
っ
た
理
由
は
。

て
適
切
で
は
な
い
。

・
酒
井　
余
名
沢
あ
り
き

で
進
む
こ
と
を
反
対
。

・
角
田　
効
果
や
採
算
性

が
不
透
明
な
段
階
で
の

予
算
計
上
に
反
対
。

【
賛
成
】
６
名

　
中
野
、
鈴
木
、
矢
沢
、

　
目
黒
、
菅
家
、
平
山

【
反
対
】
５
名

　
山
岸
、
酒
井
、
小
沼
、

　
齋
藤
、
角
田

2015万円
小水力発電事業評価調査委託料

質
疑

討
論

採
決

答
水
利
条
件
の
変
更

リ
ス
ク
や
維
持
管

理
の
課
題
が
大
き
く
、
事

業
継
続
が
困
難
と
判
断
し

た
た
め
で
あ
る
。
今
回
は

普
通
河
川
を
対
象
と
し
、

リ
ス
ク
の
少
な
い
形
で
可

能
性
を
検
証
す
る
。

4



特
集

医療分・後期高齢者支援分

　６月会議は国保議会とも呼ばれ、国民健康保険税率が決まります。今年
の税率は昨年度から据え置きとなりました。

国民健康保険税を
わかりやすく解説!

　税率は様々な要素を加味して決められている。加入人数・世帯の増減、加入者の前年度の総所得、県
内同一税率に向けての激変緩和のための基金繰入額等。今年から新たな項目として「子ども子育て支援
分」が追加された。

年齢による国民健康保険制度の推移

納める税額は、おおよそ所得の12％前後に

条例改正　賛成10　反対1（山岸）
反対討論趣旨：医療保険は本来、病気や怪我などを想定している。その保険税に子育て財源を上乗せす
ることは制度の理念を弱めるものになる。国の財政縮小を理由とした制度改正が、実質的に町民への過
度な負担の押し付けになっている手法を容認すべきではない。

所得割（税率） 均等割（円） 平等割（円）
（世帯主のみ）

医療分（0歳～74歳） 6.35％ 26,000円 16,000円
後期高齢者支援分（0歳～74歳） 2.44％ 10,000円 6,100円
介護分（40歳～64歳）（65歳からは年金天引き） 1.93％ 11,200円 5,600円
子ども子育て支援分（18歳～） 0.31％ 　1,300円 　800円

合　　　計 11.03％ 48,500円 28,500円
例）所得300万円の人の場合、300万円−43万円（基礎控除）＝257万円�
　　257万円 ×11％+48,500円+28,500円＝359,700円（年額）となります。�

0歳 18歳 就職 世帯主 40歳 65歳 75歳

75歳から国民健康保
険制度から後期高齢
者医療制度に変わり
ます。
65歳から介護分は年
金天引きとなります。均等割 所得割

介護分子ども子育て
支援分New!

平　等　割
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只
見
小
学
校
５
・
６
年
生
15
名
の
皆
さ
ん
が
、
本
会
議
（
一
般

質
問
）
の
傍
聴
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
少
し
緊
張
し
た
表
情
で
議
場
に
入
り
、
静
か
に
真
剣
に
耳
を
傾

け
る
姿
に
、
い
つ
も
の
議
場
に
新
鮮
な
空
気
を
運
ん
で
く
れ
ま
し

た
。

　
今
回
の
一
般
質
問
は
、「
八
十
里
越
道
路
」
や
「
J
R
只
見
線
」

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
内
容
で
し
た
。
寄
せ
ら
れ

た
感
想
か
ら
は
、
一
人
一
人
が
感
じ
た
こ
と
や
疑
問
を
自
分
の
言

葉
で
丁
寧
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
感
想
や
疑
問
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
よ
り
身
近

で
開
か
れ
た
議
会
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

子どもたちからのメッセージ　
名が議会を傍聴しました～

八十里越や只見線の予算にも注目して見てくれまし
たね。議会では町の今とこれからを考えて話し合っ
ています。

議員は発言するときに番号と名前を伝えてから話す
決まりがあります。議会のルールに関心を持ってく
れたのですね。

議員だけでなく町長や職員もいることによく気づき
ましたね。それぞれ役割を持って町のことを話し合
っています。
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子どもたちからのメッセージ　
～只見小学校５・６年生15

長い時間よく見ていましたね。質問は一人ですが、
ほかの議員も一緒に町の課題について考えています。

たくさん疑問を持ってくれましたね。一般質問は町
をよりよくするため、一人60分で行われています。

議員は選挙で選ばれ、議長は議員の中から決まりま
す。議会の仕組みをしっかり考えてくれたのですね。

議員は選挙で選ばれます。真剣に議会を見て、憧れ
を感じてくれたことに励まされました。

60分の議論や只見線の予算など、細かいところま
でよく気づきましたね。議長は議員の中から選ばれ
ます。

観光や交通など幅広い視点で考えてくれましたね。
只見町の未来を考えてくれていることが伝わってき
ました。
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八十里越道路に深く関心を持ってくれましたね。議
会では町の暮らしやこれからについて話し合ってい
ます。

議場の場所を知ってもらえましたね。議会ではみん
なが安心して暮らせるよう大切なことを話し合って
います。

役場と議会にそれぞれ役割があることによく気がつ
きましたね。町のためにみんなで力を合わせていま
す。

八十里越道路は冬季間の除雪も考えながら整備が進
められています。これからも只見町の動きに関心を
持ってくださいね。

質問内容をしっかり聞いていましたね。八十里越道
路は暮らしや災害時にも大切な道として期待されて
います。

質問だけでなく周りの様子までよく見ていました
ね。議場ではそれぞれ役割を持って議会を進めてい
ます。

※質問が重なったものについては、前の感想や意見で答えていることがあります。
8



全員協議会

1、八十里越開通に向けた
� 周辺道路整備の促進
2、へき地診療所の常勤医師の確保を

　
７
月
３
日
に
第
77
回
南
会
津
地
方
町
村
議
会
議
員

大
会
が
季
の
郷
湯
ら
里
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
南
会

津
郡
の
議
会
議
員
が
一
同
に
集
ま
り
、
国
会
議
員
、

県
議
会
議
員
等
が
来
賓
で
招
か
れ
る
中
、
町
村
振
興

対
策
に
関
す
る
要
望
10
件
を
決
定
し
ま
し
た
。（
以
下

只
見
町
分
2
件
を
抜
粋
）

町村議会議員大会が開催

議会を代表し要望する角田議員

只見線、
維持管理費用の負担増へ

Ｑ 

令
和
6
年
度
の
協

議
で
は
、
只
見
町

の
負
担
額
は
３
８
０
０
万

円
と
記
載
が
あ
る
。
約
１

０
０
０
万
円
も
の
負
担
が

軽
減
で
き
た
の
か
。

Ａ
会
津
17
市
町
村
で

粘
り
強
く
交
渉
を

し
、
軽
減
で
き
た
。

　
只
見
線
の
県
管
理
区
間
（
会
津
川
口
〜

只
見
）
の
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
、
県
、

市
町
村
間
の
負
担
割
合
の
見
直
し
協
議
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

質
疑

　
現
負
担
割
合
が
本
年
度

末
で
終
了
と
な
り
、
次
年

度
以
降
の
協
議
が
進
め
ら

れ
た
。
現
在
、
只
見
町
は

年
間
で
１
９
３
５
万
円
を

負
担
し
て
い
る
が
、
来
年

度
か
ら
は
２
７
８
７
万

円
、
８
５
１
万
円
の
増
と

な
る
説
明
が
あ
っ
た
。

Ｑ
当
然
な
が
ら
沿
線

自
治
体
で
は
只
見

町
の
負
担
割
合
が
一
番
多

い
。
会
津
若
松
〜
会
津
川

口
間
は
１
日
６
本
だ
が
会

津
川
口
〜
只
見
間
は
1
日

3
本
だ
。
ダ
イ
ヤ
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

Ａ
ダ
イ
ヤ
に
つ
い
て

は
JR

側
と
も
協

議
し
て
い
る
。第
八
橋
梁
、

叶
津
鉄
橋
な
ど
魅
力
的
な

ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
も
あ
る
。

P
R
を
行
い
誘
客
に
向
け

努
力
し
た
い
。
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計画予定地

経
済
常
任
委
員
会

◦
国
道
２
８
９
号
八
十
里
越

開
通
迫
る

　
国
道
２
８
９
号
八
十
里

越
道
路
は
令
和
９
年
度
夏

頃
に
は
暫
定
開
通
予
定
。

ま
た
、
今
年
６
月
13
日
に

は
２
０
３
０
年
に
通
年
通

行
と
の
発
表
が
あ
っ
た
。

待
ち
に
待
っ
た
道
路
が
出

来
る
こ
と
は
新
た
な
人
の

流
れ
か
ら
の
交
流
も
生
ま

れ
て
く
る
。
一
方
、
通
過

点
に
な
ら
な
い
よ
う
目
的

地
と
し
て
町
に
来
て
も
ら

え
る
よ
う
な
取
り
組
み
も

必
要
で
あ
る
。

　
町
の
重
要
な
政
策
の
一

つ
で
も
あ
る
駅
前
複
合
施

設
建
設
は
受
け
入
れ
体
制

作
り
ば
か
り
で
は
な
く
、

町
民
の
生
活
の
施
設
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
早
急
な
施

設
整
備
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
示
す
よ
う
求
め
た
。
ま

総
務
常
任
委
員
会

　
認
定
こ
ど
も
園
の
新
た

な
施
設
整
備
に
向
け
、
保

護
者
や
地
域
の
方
々
と
の

意
見
交
換
会
の
経
過
を
踏

ま
え
た
「
只
見
町
幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど
も
園
整
備

基
本
計
画
」
に
つ
い
て
の

進
捗
状
況
の
説
明
を
受
け

た
。
併
せ
て
今
後
の
小
学

校
統
合
計
画
は
、
学
校
づ

く
り
委
員
会
等
で
の
審
議

を
踏
ま
え
、
認
定
こ
ど
も

園
整
備
と
並
行
し
な
が
ら

進
め
る
方
針
で
あ
る
が
、

両
整
備
計
画
に
つ
い
て
の

進
め
方
等
に
つ
い
て
保
護

者
、
町
民
の
共
通
理
解
を

深
め
る
よ
う
求
め
た
。

　
只
見
町
教
育
施
設
整
備

事
業
と
し
て
、
幼
児
期
か

ら
中
学
校
ま
で
を
見
通
し

た
連
携
教
育
が
実
現
で
き

る
「
幼
小
中
連
携
の
教
育

環
境
整
備
」
と
し
て
環
境

を
整
え
る
こ
と
が
重
要
と

の
提
言
も
あ
り
、
今
後
の

具
体
的
な
整
備
計
画
づ
く

◦
認
定
こ
ど
も
園
・
小
学
校
統
合

整
備
計
画
の
理
解
と
意
見
の
反
映
を

明確な整備計画を

り
の
進
捗
に
お
い
て
は
、

関
係
者
等
の
意
見
の
反
映

に
充
分
努
め
る
よ
う
意
見

を
付
し
た
。

た
、
人
の
流
れ
、
交
通
量

の
増
加
に
伴
い
、
事
件
事

故
が
増
え
る
こ
と
も
予
想

さ
れ
る
た
め
、
担
当
課
に

は
防
犯
カ
メ
ラ
等
の
設
置

箇
所
を
順
次
増
設
し
て
い

く
よ
う
求
め
た
。

町民の声を反映した教育環境整備を
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議
会
だ
よ
り
１
８
３
号

は
３
月
会
議
の
内
容
を
中

心
に
令
和
８
年
度
予
算
、

議
員
定
数
削
減
、
教
育
の

郷
構
想
な
ど
今
後
の
只
見

町
の
と
っ
て
重
要
な
話
題

を
い
か
に
し
て
わ
か
り
や

す
く
伝
え
る
か
に
心
砕
く

編
集
工
程
で
あ
っ
た
。

　
４
月
２０
日
の
臨
時
議
会

か
ら
新
体
制
に
よ
る
広
報

広
聴
委
員
会
が
発
足
し
た
。

◦
新
体
制
で
の
ス
タ
ー
ト

広
報
広
聴
常
任
委
員
会広

報
誌
の
編
集
プ
ロ
セ
ス

は
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き

た
編
集
ノ
ウ
ハ
ウ
を
継
承

し
、
編
集
要
項
を
よ
り
ど

こ
ろ
と
し
た
方
針
と
す
る

こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た

新
た
に
編
集
委
員
と
な
っ

た
議
員
も
い
る
た
め
、
会

議
録
セ
ン
タ
ー（
埼
玉
県
）

に
よ
る
編
集
ク
リ
ニ
ッ
ク

も
受
講
す
る
。

　
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、
記
事
作
成
に
あ
た
っ

て
は
A
I
ツ
ー
ル
活
用
の

研
究
を
推
進
す
る
こ
と
を

確
認
し
た
。
A
I
ツ
ー
ル

の
活
用
に
よ
り
誤
字
脱
字

が
軽
減
さ
れ
る
ほ
か
、
事

実
に
基
づ
い
た
よ
り
客
観

的
な
記
事
作
成
が
期
待
で

き
る
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

適
切
に
使
い
な
が
ら
、
住

民
に
よ
り
伝
わ
り
や
す
い

紙
面
づ
く
り
を
心
が
け
る
。

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

◦
只
見
出
張
所
旧
庁
舎
解
体
工
事

４
，７
２
６
万
円

　
南
会
津
地
方
広
域
市
町

村
圏
組
合
は
２
月
２７
日
定

例
会
・
５
月
２９
日
臨
時
会

が
開
会
さ
れ
た
。

　
火
災
予
防
条
例
の
新
設

･
改
正
で
林
野
火
災
注
意

警
報
の
発
令
・
林
野
火
災

警
報
発
令
中
に
お
け
る
火

気
使
用
制
限
が
議
決
さ
れ

た
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
で

只
見
町
は
４
９
６
万
円
の

減
額
と
環
境
衛
生
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
で
只
見

町
の
負
担
金
は
２
３
４
万

円
の
減
額
と
な
っ
た
。
ま

た
、
５
月
臨
時
会
の
補
正

予
算
で
高
規
格
救
急
自
動

車
（
更
新
）
と
下
郷
出
張

所
仮
庁
舎
整
備
工
事
費
の

減
額
に
よ
り
只
見
町
の
負

担
金
は
３
２
８
万
円
の
減

額
と
な
っ
た
。

　
令
和
８
年
度
一
般
会
計

の
只
見
町
の
負
担
額
は
３

億
５
，４
１
２
万
円
で
前

年
比
１
，１
８
９
万
円
の

増
。
主
な
事
業
は
、
小
型

ポ
ン
プ
積
載
多
機
能
自
動

車
入
替
、
指
令
シ
ス
テ
ム

機
能
維
持
更
新
委
託
料
な

ど
で
あ
る
。

　
環
境
衛
生
事
業
特
別
会

計
予
算
の
只
見
町
負
担
額

は
１
億
８
，６
３
１
万
円

で
前
年
比
１
，１
３
０
万

円
の
増
額
。主
な
事
業
は
、

東
部
･
西
部
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
施
設
修
繕
工
事
と

東
部
･
西
部
衛
生
セ
ン
タ

ー
の
修
繕
工
事
な
ど
で
あ

る
。

　
令
和
７
年
の
只
見
町
内

に
お
け
る
火
災
･
救
急
･

救
助
出
場
は
火
災
１
件
、

救
急
2
8
0
件
、
救
助
６

件
、消
防
防
災
ヘ
リ
２
件
、

救
急
の
朝
日
診
療
所
へ
の

搬
送
19
人
。
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町のこと、議会のことについて想いを寄せていただきました。

町民の声町民の声

表
紙
の
　
　
　

　
写
真
に
想
う

　
ぶ
な
の
も
り
こ
ど
も
園

で
運
動
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
園
庭
を
ビ
オ
ト
ー
プ
に

見
立
て
、
子
ど
も
達
は
カ

エ
ル
や
虫
に
な
り
き
っ
て

競
技
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
写
真
の
進
行
係
は
台
詞

も
自
分
で
考
え
、
楽
し
ん

で
ケ
ロ
！
と
ア
ピ
ー
ル
し

ま
す
。

　
町
は
こ
ど
も
園
の
建
替

を
検
討
中
。
新
し
い
こ
ど

も
園
を
楽
し
み
に
し
て
ケ

ロ
！

湯
ら
里
の
魅
力
を

も
う
一
歩
前
へ

若
者
の
新
提
案

　
季
の
郷
湯
ら
里
の
経
営

赤
字
が
大
変
と
い
つ
も
話

題
に
な
り
ま
す
が
、
友
人

や
親
戚
か
ら
は
朝
食
（
特

に
生
搾
り
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー

ス
）
が
お
い
し
い
と
評
判

で
、
他
の
旅
館
・
民
宿
よ

り
湯
ら
里
に
泊
ま
り
た
い

と
言
わ
れ
ま
す
。
前
庭
や

広
い
駐
車
場
が
き
れ
い
に

管
理
さ
れ
て
施
設
の
外
観

も
と
て
も
素
敵
だ
と
思
い

ま
す
。

　
た
だ
、
和
室
に
し
か
泊

ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
が
、
内
装
が
古
い
感
じ

が
し
て
残
念
で
し
た
。
高

齢
者
は
ベ
ッ
ド
で
な
い
と

大
変
な
の
で
、
毎
年
数
室

ず
つ
で
も
改
装
し
て
洋
室

を
増
や
し
た
ら
良
い
と
思

い
ま
す
。
人
を
集
め
る
施

設
は
部
分
的
な
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
継
続
し
て
、
い
つ

　
私
は
只
見
町
に
U
タ
ー

ン
し
て
5
年
目
に
な
り
ま

す
。
自
然
豊
か
で
魅
力
あ

る
町
で
す
が
、
雪
が
多
く

気
候
に
左
右
さ
れ
る
た
め
、

仕
事
の
選
択
肢
で
は
都
会

に
及
ば
な
い
部
分
も
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
中
、
私
自
身
ゲ
ー
ム
が

趣
味
な
こ
と
も
あ
り
、
天

候
に
影
響
さ
れ
な
い
「
ゲ

ー
ム
や
漫
画
が
好
き
な
イ

も
ど
こ
か
目
新
し
い
も
の

が
あ
る
と
う
い
う
ふ
う
に

す
る
と
良
い
と
聞
き
ま
す
。

　
ま
た
、
只
見
町
観
光
公

社
が
、
湯
ら
里
に
宿
泊
し

て
ブ
ナ
林
を
楽
し
む
ツ
ア

ー
を
組
ん
だ
り
、
広
い
前

庭
や
大
き
な
会
議
室
を
利

用
し
て
野
外
音
楽
イ
ン
ベ

ン
ト
や
寄
席
な
ど
を
も
っ

と
開
催
し
た
り
、
駅
前
の

只
見
線
広
場
で
開
催
し
て

い
る
イ
ベ
ン
ト
の
一
部
を

開
催
し
た
り
で
き
な
い
も

の
で
し
ょ
う
か
？

�

（
70
代
男
性
）

ン
ド
ア
層
」
を
呼
び
込
む

町
づ
く
り
を
考
え
ま
し
た
。

例
え
ば
年
間
を
通
じ
た
ゲ

ー
ム
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

県
内
で
活
躍
す
る
プ
ロ
ゲ

ー
マ
ー
を
招
く
こ
と
で
若

い
世
代
を
集
め
、
将
来
的

に
は
移
住
促
進
や
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
新
た

な
視
点
に
よ
る
町
づ
く
り

を
願
っ
て
い
ま
す
。

�

（
20
代
男
性
）
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町
を
想
い
９
名
が

一般質問

町
政
を
問
う

ブナりん

各議員のところにＱＲコードを
付けてみました。
一般質問の様子が見れます。
ぜひ見てね！
＊注　2名が一緒の録画動画になって

います。

■ 小沼　信孝　……………………14
八十里越開通をどのように捉えるか

■ 矢沢　明伸　……………………15
集落の水路等の維持対策は

■ 菅家　　忠　……………………16
選択肢のある教育環境を

■ 平山真恵美　……………………17
教育環境整備の根本は

■ 鈴木　好行　……………………18
子どものあそび場の整備計画は

■ ⻆田　　誠　……………………19
八十里越開通に向けた町の取組は

■ 酒井　右一　……………………20
朝日診療所の今後は

■ 目黒　道人　……………………21
駅前複合施設、内容の再検討を

■ 齋藤　　猛　……………………22
湯ら里の経営改善と説明責任は

議員が行政全般（役場の仕事全般）に対して、方針
を問い、政策の提言などを行なうことです。

一般質問とは
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小
お

沼
ぬま

信
のぶ

孝
たか

議員

悲願の八十里越開通

問
開
通
に
期
待
す
る

も
の
は
何
か
。

答
最
も
期
待
さ
れ
る

の
は
救
急
救
命
体

制
の
向
上
と
考
え
る
。
現

在
、
救
急
患
者
は
会
津
の

医
療
機
関
ま
で
搬
送
さ
れ

て
い
る
。
開
通
後
は
三
条

市
に
あ
る
県
央
基
幹
病
院

に
搬
送
、
時
間
が
大
幅
に

短
縮
。
ま
さ
に
「
町
民
を

救
う
命
の
道
」
で
あ
る
。

問
命
の
道
で
あ
る
こ

と
は
理
解
す
る
。

た
だ
医
療
機
関
等
に
行
っ

た
際
に
只
見
町
と
の
公
共

交
通
を
考
え
て
お
か
な
い

と
交
通
弱
者
は
困
る
こ
と

に
な
る
が
対
応
策
は
。

八十里越開通を
どのように捉えるか
� 答 命の道として期待

答
会
津
田
島
駅
と
只

見
駅
を
結
ん
で
い

る
よ
う
な
交
通
体
制
を
三

条
市
と
協
議
し
考
え
た
い
。

問
開
通
に
対
し
、
不

足
し
て
い
る
対
応

策
は
。

答
開
通
後
に
見
込
ま

れ
る
来
訪
者
の
受

け
入
れ
体
制
を
整
え
る
こ

と
が
優
先
課
題
で
あ
る
。

駅
前
複
合
施
設
整
備
を
進

め
、
宿
泊
受
け
入
れ
人
数

を
増
や
す
こ
と
が
必
要
だ

と
思
っ
て
い
る
。

問
開
通
に
よ
る
、
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ

ッ
ト
そ
の
対
応
策
は
。

答
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

救
急
救
命
体
制
の

向
上
が
最
も
期
待
さ
れ
る
。

首
都
圏
へ
の
移
動
時
間
の

短
縮
等
、
町
民
の
利
便
性

の
向
上
も
同
様
で
あ
る
。

　
デ
メ
リ
ッ
ト
は
日
帰
り
、

素
通
り
に
よ
る
観
光
消
費

の
流
出
、
若
者
を
中
心
と

し
た
世
代
の
転
出
、
ス
ト

ロ
ー
化
が
懸
念
さ
れ
る
。

問
メ
リ
ッ
ト
は
理
解

で
き
る
。
デ
メ
リ

ッ
ト
に
は
道
路
事
情
が
あ

る
と
考
え
る
。
町
と
し
て

関
係
機
関
に
狭き
ょ
う
あ
い隘区
間
の

整
備
を
求
め
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
更
に

防
犯
上
の
観
点
か
ら
防
犯

カ
メ
ラ
の
増
設
も
検
討
す

べ
き
で
は
。

答
交
通
安
全
母
の
会

よ
り
、
特
例
で
の

自
転
車
の
歩
道
走
行
可
能

に
で
き
る
よ
う
要
望
が
出

さ
れ
て
い
る
。
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
は
現
在
町
内
１５
ヶ

所
の
公
共
施
設
等
に
も
設

置
し
て
い
る
。

問
事
件
事
故
が
起
こ

っ
て
か
ら
で
は
遅

い
。順
次
増
や
し
て
い
き
、

防
犯
カ
メ
ラ
等
の
設
置
看

板
だ
け
で
も
抑
止
力
が
あ

る
と
考
え
る
。

答
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

看
板
も
有
効
だ
と

考
え
る
。
検
討
し
て
い
き

た
い
。

＊
他
に
Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
今

後
に
つ
い
て
問
う
。

14



矢
や

沢
ざわ

明
あき

伸
のぶ

議員

問
今
、
農
業
の
形
態

が
大
き
く
変
化
す

る
中
で
、
水
路
等
の
付
帯

設
備
の
維
持
・
管
理
が
集

落
の
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
き
て
い
る
。
ど
の
よ
う

に
状
況
を
把
握
し
て
い
る

か
。答

人
口
減
少
や
担
い

手
不
足
な
ど
で
普

請
回
数
が
増
え
て
い
る
。

集
落
の
区
長
さ
ん
の
ご
苦

労
が
あ
る
。
重
機
の
借
り

集
落
の
水
路
等
の
維
持
対
策
は

�
答
情
報
共
有
を
図
り
、
支
援
策
を
検
討
し
て
い
く

上
げ
、
補
助
率
の
引
き
上

げ
な
ど
、
要
望
を
踏
ま
え

改
善
に
努
め
て
き
て
い
る
。

　
各
集
落
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
集
落
維
持

が
で
き
る
よ
う
、
公
民
館

等
が
窓
口
と
な
り
取
組
に

努
力
し
て
い
き
た
い
。

問
集
落
の
農
地
は
高

齢
化
や
不
在
地
主

化
が
進
み
、
土
地
に
関
し

て
所
有
者
意
識
が
薄
れ
て

き
て
い
る
と
感
じ
る
。
先

に
策
定
さ
れ
た
「
地
域
計

画
」
の
な
か
で
後
継
者
が

い
な
い
と
い
う
状
況
も
多

い
の
で
は
な
い
か
。

答
不
在
地
主
化
、
非

農
家
の
方
が
相
当

増
え
て
い
る
。
土
地
へ
の

無
関
心
化
、
希
薄
化
が
進

ん
で
い
る
。
集
落
が
守
っ

て
い
き
た
い
と
い
う
農
地

に
つ
い
て
は
、
集
落
と
一

緒
に
考
え
て
い
き
た
い
。

問
各
集
落
に
お
い
て

中
山
間
地
域
直
接

支
払
制
度
、
多
面
的
機
能

交
付
金
制
度
に
取
り
組
む

こ
と
で
農
地
や
水
路
の
維

持
・
保
全
に
有
効
な
制
度

と
考
え
る
が
、
取
り
組
ん

で
い
な
い
集
落
も
あ
る
よ

う
だ
が
現
状
は
。

答
大
変
有
効
な
制
度

で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
様
々
な
要
因
で

取
り
組
ま
れ
て
い
な
い
集

落
が
あ
る
の
で
、
区
長
さ

ん
や
農
業
者
含
め
て
取
り

組
ま
れ
る
よ
う
働
き
か
け

て
い
き
た
い
。

問
田
、
畑
を
耕
作
す

る
う
え
で
、
有
害

鳥
獣
対
策
が
喫
緊
の
問
題

で
あ
り
、
新
た
な
有
害
鳥

獣
対
策
も
必
要
で
な
い

か
。
ま
た
、
捕
獲
の
罠
等

の
見
回
り
確
認
の
た
め
の

安
全
対
策
と
し
て
、
セ
ン

サ
ー
機
器
な
ど
の
導
入
を

捕
獲
隊
（
猟
友
会
）
と
検

討
を
願
い
た
い
。
有
害
鳥

獣
対
策
も
農
村
環
境
を
守

る
大
き
な
課
題
で
あ
る
、

答
現
在
、
獣
害
対
策

な
ど
大
き
な
環
境

変
化
が
あ
る
。
ひ
と
つ
ず

つ
集
落
の
方
々
と
知
恵
を

出
し
あ
い
、
制
度
設
計
含

め
取
り
組
む
。
基
本
は
農

業
を
守
る
、
生
産
、
環
境

基
盤
を
整
え
て
い
く
こ
と

が
行
政
の
役
割
だ
と
考
え

る
。

集落環境の保全、管理は、共同作業が大きな力！！
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菅
かん

家
け

　忠
ただし

議員

問
私
た
ち
が
目
指
す

べ
き
目
的
（
＝
子

ど
も
の
豊
か
な
学
び
と
成

長
）
を
明
確
に
定
義
す
れ

ば
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た

め
の
手
段
を
増
や
せ
る
の

で
は
な
い
か
。

　
現
在
、
只
見
中
学
校
の

保
護
者
・
生
徒
の
ア
ン
ケ

ー
ト
評
価
と
、
只
見
高
校

卒
業
生
か
ら
の
評
価
の
間

に
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ

る
の
で
は
。

答
中
学
校
時
点
で
は

都
市
部
へ
の
憧
れ

や
選
択
肢
の
多
さ
を
魅
力

と
感
じ
て
い
る
。
只
見
高

校
卒
業
生
は
手
厚
い
個
別

選択肢のある
教育環境を
� 答 地域の声を受け止め充実に努める

水は高いところからしか流れない。　
逆流させるような説明は改めるべき。

指
導
や
地
域
密
着
の
探
究

学
習
と
い
っ
た
只
見
高
校

独
自
の
価
値
を
、
実
際
の

高
校
生
活
を
通
じ
て
実
感

す
る
た
め
だ
と
考
え
て
い

る
。問

私
が
中
学
校
だ
っ

た
頃
を
振
り
返
る

と
、
当
時
の
先
生
は
善
意

で
進
学
校
を
勧
め
て
く
れ

た
。
我
々
は
進
学
校
に
行

く
こ
と
が
、
あ
た
か
も
良

い
こ
と
で
成
功
で
あ
る
と

思
い
が
ち
だ
が
、
そ
の
価

値
観
の
過
渡
期
に
い
る
と

考
え
る
。
生
徒
指
導
へ
の

実
情
は
。

答
中
学
校
の
先
生
方

に
高
校
の
良
さ
や

地
域
で
学
ぶ
意
義
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
は
非
常
に

大
切
だ
。
校
長
と
も
情
報

を
共
有
し
、
中
高
が
さ
ら

に
連
携
を
深
め
る
こ
と
で
、

地
域
で
の
学
び
の
価
値
を

共
有
し
た
進
路
指
導
に
努

め
た
い
。

最
高
と
最
悪
の

リ
ー
ダ
ー
の
違
い
と
は

�

答
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
価
値
が
重
要

問
リ
ー
ダ
ー
の
違
い

は「
い
つ
な
の
か
」

の
時
間
の
捉
え
方
が
大
き

い
と
考
え
る
。
小
水
力
発

電
事
業
は
、
単
な
る
時
間

的
経
過（
ク
ロ
ノ
ス
）で
は

な
く
、
時
が
満
ち
た
と
い

う
観
点（
カ
イ
ロ
ス
）で
言

う
と
、
な
ぜ
今
な
の
か
。

答
河
川
占
用
料
が
地

域
に
還
元
さ
れ
な

い
歴
史
に
加
え
、
国
の
方

針
や
補
助
金
、
専
門
家
と

の
関
係
構
築
な
ど
、
調
査

に
着
手
す
る
た
め
の
条
件

が
整
っ
た
。
ま
さ
に
今
、

時
が
満
ち
た
タ
イ
ミ
ン
グ

で
あ
る
と
判
断
し
た
。

問
小
水
力
は
あ
く
ま

で
手
段
で
あ
る
。

　
例
え
ば
「
電
気
代
無た

料だ

の
町
、
只
見
町
」
と
い
う

ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、「
町

民
に
、
物
心
共
に
豊
か
な

暮
ら
し
を
提
供
し
た
い
」

と
い
う
目
的
を
町
民
と
共

有
す
る
。
そ
の
後
に
、
実

現
す
る
た
め
に
無
数
に
あ

る
手
段
の
一
つ
が
小
水
力

発
電
。
が
適
切
な
事
業
説

明
で
は
な
い
か
。

答
手
段
の
達
成
に
注

視
し
、
誰
に
ど
の

よ
う
な
価
値
を
届
け
る
か

と
い
う
視
点
が
不
足
し
て

い
た
。
町
民
に
伝
わ
る
分

か
り
や
す
い
言
葉
で
、
将

来
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
価
値
を

説
明
し
て
い
く
こ
と
の
重

要
性
を
再
認
識
し
た
。
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平
ひら

山
やま

真
ま

恵
え

美
み

議員

問
教
育
を
町
づ
く
り

の
中
で
ど
う
位
置

づ
け
て
い
る
か
。

答
す
べ
て
は
人
で
あ

り
、
教
育
は
町
づ

く
り
の
根
幹
で
あ
る
。

問
町
の
教
育
全
体
の

構
想
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

答
第
八
次
振
興
計
画

に
掲
げ
る
「
共
に

生
き
、
共
に
想
い
、
共
に

創
る
」
を
踏
ま
え
、
現
在

教
育
環
境
整
備
の
根
本
は

�

答
教
育
は
町
づ
く
り
の
根
幹
で
あ
る

未来は、今、育むものの先にある

策
定
中
の
教
育
振
興
基
本

計
画
を
、
本
町
教
育
の
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
し
て

位
置
づ
け
る
。

問
町
の
教
育
の
軸
と

な
る
考
え
方
を
ど

う
整
理
す
る
の
か 
。

答
新
た
な
教
育
理
念

は
ま
だ
整
理
さ
れ

て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
の

理
念
を
基
本
と
し
な
が
ら

も
、
教
育
振
興
基
本
計
画

の
策
定
の
中
で
、
教
育
の

方
向
性
を
よ
り
具
体
化
し

て
い
く
。 

問
教
育
環
境
整
備
を

進
め
る
目
的
は
何

か
。答

単
な
る
施
設
更
新

で
は
な
く
、
質
の

高
い
学
び
を
保
障
し
、
地

域
と
と
も
に
子
ど
も
を
育

て
る
教
育
環
境
を
形
成
す

る
た
め
の
基
盤
整
備
。

問
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ

ー
ク
で
学
ぶ
教
育

価
値
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
本
町
は
人
と
自
然

が
共
に
生
き
て
き

た
地
域
で
あ
り
、
豊
か
な

自
然
環
境
そ
の
も
の
が
大

き
な
学
び
の
資
源
で
あ

る
。
只
見
な
ら
で
は
の
Ｅ

Ｓ
Ｄ
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
学
び

を
通
じ
、
ふ
る
さ
と
へ
の

誇
り
や
愛
着
を
育
み
、
地

域
と
の
関
わ
り
の
中
で
自

己
肯
定
感
に
つ
な
が
る
教

育
を
進
め
る
。

問
町
民
参
画
と
熟
議

の
場
を
ど
う
位
置

付
け
る
か
。

答
教
育
環
境
整
備
に

お
い
て
は
、
施
策

に
基
づ
く
会
議
の
ほ
か

に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
の
場
で
多
様
な
立
場
の

方
々
が
参
画
で
き
る
よ
う

工
夫
し
、
と
も
に
考
え
、

と
も
に
育
て
て
い
く
視
点

が
重
要
。 

問
教
育
環
境
整
備
の

進
捗
を
ど
の
よ
う

に
共
有
し
て
い
く
か
。

答
プ
ロ
セ
ス
を
大
切

に
段
階
に
応
じ
て

情
報
公
開
し
、
多
様
な
参

画
の
場
を
通
じ
て
町
民
の

意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら

進
め
る
。

問
読
書
環
境
を
支
え

る
公
立
図
書
館
の

役
割
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
図
書
館
を
求
め
る

声
は
認
識
し
て
お

り
、
そ
の
役
割
は
大
切
だ

と
考
え
る
。
現
在
は
公
共

施
設
の
在
り
方
を
審
議
す

る
段
階
に
あ
り
、
土
日
も

利
用
で
き
る
体
制
や
仕
組

み
も
含
め
研
究
検
討
す
る
。
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鈴
すず

木
き

好
よし

行
ゆき

議員

問
令
和
７
年
９
月
会

議
で
は
、
認
定
こ

ど
も
園
整
備
計
画
の
中
で

検
討
す
る
と
さ
れ
た
子
ど

も
の
遊
び
場
に
つ
い
て
、

屋
内
遊
戯
施
設
は
設
置
し

な
い
と
説
明
さ
れ
た
。
ま

た
、
各
種
計
画
か
ら
遊
び

場
整
備
も
削
除
さ
れ
た

が
、
今
後
の
計
画
は
。

答
認
定
こ
ど
も
園
整

備
計
画
で
は
考
え

て
い
な
い
。
現
時
点
で
新

た
な
施
設
を
整
備
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。

問
整
備
す
る
考
え
は

あ
る
か
。　

子どものあそび場の
整備計画は
� 答 今年中に方向性を決定する

小
学
校
統
合
後
の

空
き
校
舎
利
活
用
は

�

答
公
共
施
設
在
り
方
審
議
会
に
諮
問
す
る

本来の目的に沿った利用促進を

答
小
学
校
の
統
合
や

認
定
こ
ど
も
園
整

備
に
伴
う
空
き
施
設
の
利

活
用
、
公
共
施
設
在
り
方

審
議
会
で
の
経
過
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
只
見
保
育
所

は
今
後
も
遊
び
場
の
役
割

を
持
つ
施
設
と
し
て
、
令

和
８
年
中
に
方
向
性
を
決

定
し
た
い
。

問
小
学
校
統
合
後
、

只
見
小
学
校
と
明

和
小
学
校
が
空
き
校
舎
と

な
る
が
、
現
時
点
で
大
ま

か
な
利
活
用
方
針
は
決
ま

っ
て
い
る
か
。

答
施
設
の
将
来
方
針

（
案
）の
策
定
に
向

け
職
員
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
を
組
織
し
、
庁
議
を

経
て
公
共
施
設
在
り
方
審

議
会
に
諮
問
し
、
年
内
に

は
方
向
性
を
定
め
る
。

問
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
は
、
若
い
職

員
や
子
育
て
世
代
の
職
員

で
構
成
し
て
ほ
し
い
。

答
若
い
職
員
で
構
成

し
た
い
。

問
只
見
小
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
答
申

書
の
中
に
示
さ
れ
て
い
る

利
用
案
を
ど
の
よ
う
に
取

り
扱
う
の
か
。

答
答
申
書
の
内
容
も

参
考
に
考
え
る
。

問
昨
年
の
一
般
質
問

で
「
水
の
郷
只
見

川
公
園
の
利
用
促
進
に
努

め
る
」
と
の
答
弁
で
あ
っ

た
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
利
用
促
進
を
行
っ
た

の
か
。

答
現
時
点
で
新
た
な

取
り
組
み
は
し
て

い
な
い
。

問
７
月
に
向
け
、
利

用
で
き
る
よ
う
水

辺
の
整
備
を
お
願
い
し
た

い
。

答
安
全
性
を
考
慮
し

た
う
え
で
、
検
討

す
る
。
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⻆
つの

田
だ

　誠
まこと

議員

問
令
和
9
年
開
通
に

向
け
た
イ
ベ
ン
ト

開
催
は
、
機
運
向
上
に
効

果
が
あ
る
と
考
え
る
が
予

定
は
。

答
既
存
の
祭
り
に

「
八
十
里
越
」
の

冠
を
つ
け
る
ほ
か
、
Ｐ
Ｒ

フ
ラ
ッ
グ
の
設
置
を
検
討

し
て
い
る
。

八
十
里
越
開
通
に

向
け
た
町
の
取
組
は

�

答
目
的
地
と
し
て
選
ば
れ
る

�

地
域
を
目
指
す
　
　
　
　

問
開
通
後
の
人
流
変

化
に
伴
う
防
犯
対

策
は
。

答
防
犯
カ
メ
ラ
15
台

の
設
置
に
加
え
、

警
察
と
連
携
し
た
パ
ト
ロ

ー
ル
強
化
で
不
安
解
消
に

努
め
る
。

問
町
を
通
過
点
に
さ

せ
ず
、
目
的
地
と

イベントの開催は町の機運向上に繋がる

問
活
用
が
見
込
め
な

い
施
設
は
、
解
体

や
貸
付
も
含
め
将
来
の
財

政
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
令
和
８
年
度
中
に

新
た
な
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
を
策
定

予
定
で
あ
る
。
将
来
世
代

に
負
担
を
残
さ
な
い
よ
う
、

し
て
選
ば
れ
る
た
め
の
施

策
は
あ
る
か
。

答
観
光
で
食
べ
て
い

け
る
町
を
目
指
す

考
え
に
変
わ
り
は
な
い
。

Ｊ
Ｒ
只
見
線
利
用
者
や
出

逢
橋
復
旧
を
見
据
え
、
宿

泊
施
設
を
含
む
滞
在
に
つ

な
が
る
体
制
整
備
を
進
め

て
い
く
。

町が管理・保有する
施設の今後は
� 答 審議会に諮り、年内には方向性を示す

施
設
の
縮
小
や
解
体
も
含

め
総
合
的
に
判
断
し
て
い

く
。問

只
見
ス
キ
ー
場
を

存
続
さ
せ
る
の
で

あ
れ
ば
、「
ら
し
さ
」を
前

面
に
出
し
た
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
フ
ァ
ミ
リ
ー
ゲ
レ

ン
デ
と
し
て
親
し

ま
れ
て
き
た
特
色
を
生
か

し
、
リ
フ
ト
更
新
に
よ
る

長
寿
命
化
を
図
る
。
夜
間

営
業
や
新
た
な
ア
イ
デ
ア

の
活
用
も
検
討
し
、
存
続

に
努
め
る
。

問
町
で
の
滞
在
時
間

を
延
ば
し
、
地
域

内
消
費
に
つ
な
が
る
仕
組

み
を
構
築
す
べ
き
で
は
。

答
観
光
客
の
滞
在
時

間
延
長
は
重
要
で

あ
る
。
駅
前
複
合
施
設
で

の
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
宿
泊

受
入
体
制
の
充
実
な
ど
、

通
過
さ
せ
な
い
仕
組
み
づ

く
り
を
検
討
し
て
い
く
。

問
歴
史
的
な
道
と
し

て
の「
八
十
里
越
」

の
保
存
・
活
用
や
ガ
イ
ド

育
成
の
進
捗
は
ど
う
か
。

答
暫
定
開
通
後
に
国

史
跡
申
請
を
予
定

し
て
い
る
。
林
野
庁
の
保

存
第
一
の
考
え
を
基
本
に
、

歴
史
を
伝
え
る
た
め
ガ
イ

ド
に
よ
る
古
道
活
用
を
進

め
る
。
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酒
さか

井
い

右
ゆう

一
いち

議員

朝日診療所の今後は
� 答 実現可能な基本計画を策定する

問
先
般
、
本
町
で
農

作
業
中
の
重
大
事

故
が
発
生
し
、
住
民
が
重

傷
を
負
っ
た
。
幸
い
朝
日

診
療
所
の
診
療
時
間
中
で

あ
り
、
医
師
の
迅
速
か
つ

適
切
な
初
期
対
応
に
よ
っ

て
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
搬
送
に

つ
な
が
っ
た
。
関
係
者
に

よ
れ
ば
、
現
場
で
の
処
置

が
な
け
れ
ば
命
に
関
わ
る

事
態
と
な
っ
て
い
た
可
能

性
も
あ
っ
た
。
こ
の
事
例

は
、
朝
日
診
療
所
が
地
域

医
療
の
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
一

方
、
休
日
や
医
師
不
在
時

に
同
様
の
事
故
が
発
生
し

求められる朝日診療所の将来像

た
場
合
、
診
療
所
の
対
応

は
諦
め
ざ
る
を
え
な
い
の

か
。
緊
急
対
応
に
課
題
が

あ
る
こ
と
も
浮
き
彫
り
に

し
た
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
今
回
の
重
大
事
故

に
つ
い
て
重
く
受

け
止
め
て
い
る
。
休
日
や

医
師
不
在
時
の
対
応
、
関

係
機
関
と
の
連
携
、
住
民

へ
の
周
知
体
制
に
つ
い
て

検
証
を
進
め
る
。

問
即
座
の
救
命
医
療

が
求
め
ら
れ
て
い

る
時
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
あ
る
か
。
ま
た
、
そ
の

体
制
が
住
民
に
十
分
周
知

さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

さ
ら
に
、
町
長
は
昨
年
12

月
議
会
で
「
診
療
所
を
元

の
体
制
に
戻
し
た
い
」
と

答
弁
し
た
が
、
そ
の
後
も

基
本
計
画
は
示
さ
れ
て
お

ら
ず
、
医
師
確
保
も
進
展

し
て
い
な
い
。
住
民
が
求

め
て
い
る
の
は
、
診
療
所

の
将
来
像
に
関
す
る
明
確

な
方
針
で
あ
る
。
入
院
機

能
の
位
置
付
け
、
土
日
祝

日
の
診
療
体
制
、
医
師
・

医
療
ス
タ
ッ
フ
確
保
の
方

針
、
機
能
回
復
ま
で
の
工

程
を
示
し
た
基
本
計
画
を

策
定
し
、
公
表
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
基
本
計
画
を

い
つ
公
表
し
、
ど
の
よ
う

に
住
民
へ
説
明
す
る
考
え

が
あ
る
か
。

答
現
在
、
保
健
福
祉

審
議
会
で
審
議
を

進
め
て
お
り
、
そ
の
答
申

を
踏
ま
え
、
実
現
可
能
な

基
本
計
画
を
策
定
す
る
。

基
本
計
画
は
策
定
後
速
や

か
に
公
表
し
、
診
療
所
の

将
来
像
と
今
後
の
方
向
性

を
住
民
へ
丁
寧
に
説
明
し

て
い
く
。

問
診
療
所
を
「
元
の

体
制
に
戻
す
」
と

い
う
方
針
に
変
更
は
な
い

の
か
。

答
診
療
所
を
元
の
体

制
に
戻
し
た
い
と

い
う
考
え
に
変
わ
り
は
な

い
。
し
か
し
、
医
師
不
足

や
働
き
方
改
革
の
影
響
に

よ
り
、
従
来
と
同
じ
体
制

を
再
現
す
る
こ
と
は
容
易

で
は
な
い
。
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目
め

黒
ぐろ

道
みち

人
と

議員

駅
前
複
合
施
設
、

内
容
の
再
検
討
を

�

答
暮
ら
し
を
支
え
る
機
能
に

�

変
更
は
な
い
　
　
　
　
　

問
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

か
ら
コ
ン
ビ
ニ
へ

変
わ
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

答
基
本
計
画
に
は
そ

れ
ら
の
機
能
が
必

要
で
あ
り
、
町
民
の
日
常

の
暮
ら
し
を
支
え
る
と
い

う
大
切
な
機
能
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
た
め
特
に
目

的
自
体
が
変
わ
っ
た
も
の

で
は
な
い
。

問
昨
年
改
訂
さ
れ
た

基
本
計
画
に
は

「
食
料
品
、
薬
、
日
用
品

等
」
と
記
載
が
あ
る
。
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
の
店
内
写

真
も
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
薬
へ
の

ニ
ー
ズ
に
ど
う
応
え
て
い

く
の
か
。

答
コ
ン
ビ
ニ
で
あ
っ

て
も
薬
へ
の
ニ
ー

ズ
を
捉
え
た
品
揃
え
が
で

き
な
い
か
検
討
を
お
願
い

し
て
い
る
。

問
施
設
の
開
業
時
期

は
い
つ
か
。

答
実
施
設
計
に
着
手

で
き
て
お
ら
ず
、

時
期
は
示
せ
な
い
。

問
と
は
い
え
ゴ
ー
ル

が
設
定
さ
れ
な
い

こ
と
に
は
前
に
進
め
な
い
。

心
づ
も
り
と
し
て
の
時
期

は
な
い
の
か
。

答
来
年
度
中
の
建
設

着
手
を
目
指
し
た

い
。問

交
差
点
四
角
へ
の

出
店
希
望
と
示
さ

れ
た
が
、
こ
れ
は
大
幅
な

計
画
変
更
だ
。
基
本
計
画

の
再
改
訂
は
考
え
て
い
る

か
。答

実
施
計
画
の
変
更

で
実
務
的
に
は
対

応
可
能
と
考
え
る
が
、
内

部
で
検
討
し
た
い
。

問
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア

空
白
地
帯
で
あ
る

奥
会
津
を
虎
視
眈
々
と
狙

っ
て
い
る
、
リ
サ
ー
チ
を

開
始
し
て
い
る
事
業
者
は

い
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。
わ
ざ
わ
ざ
町
が
設

備
し
な
く
と
も
そ
う
い
う

出
店
事
業
者
に
宅
配
サ
ー

ビ
ス
を
委
託
す
れ
ば
済
む

話
で
は
な
い
か
。

答
も
ち
ろ
ん
そ
の
通

り
で
あ
る
な
ら
同

感
だ
。
し
か
し
い
つ
、
ど

ん
な
事
業
者
が
入
っ
て
く

る
か
も
わ
か
ら
な
い
不
確

実
な
状
態
で
た
だ
待
つ
こ

と
は
立
場
上
で
き
な
い
。

問
急
ぎ
た
い
気
持
ち

は
理
解
し
た
。
だ

と
す
れ
ば
こ
の
事
業
全
体

の
進
捗
が
遅
す
ぎ
る
。

答
計
画
も
だ
が
事
業

者
探
し
に
時
間
が

か
か
っ
た
。

問
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

な
ら
ま
だ
し
も
公

金
を
投
じ
て
の
コ
ン
ビ
ニ

誘
致
な
ら
ば
、
同
じ
駅
前

エ
リ
ア
で
営
業
さ
れ
て
い

る
コ
ン
ビ
ニ
事
業
者
と
競

合
す
る
た
め
、
看
過
で
き

な
い
。
民
業
圧
迫
で
は
な

い
か
。

コンビニ誘致に公金、妥当性に疑問

答
両
方
と
も
共
存
で

き
る
の
が
望
ま
し

い
。
共
存
の
あ
り
方
は
今

後
検
討
し
話
し
合
い
を
し

た
い
の
で
、
ぜ
ひ
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
。
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問 
新
た
な
経
営
改
善

計
画
は
、
策
定
さ

れ
た
か
。

答
令
和
８
年
５
月
13

日
に
湯
ら
里
か
ら

経
営
改
善
計
画
書
の
提
出

を
受
け
、
６
月
４
日
に
内

容
に
つ
い
て
直
接
説
明
を

受
け
た
。
提
出
さ
れ
た
経

営
改
善
計
画
に
つ
い
て
妥

当
性
を
判
断
し
た
結
果
、

現
時
点
で
は
新
た
な
資
金

援
助
を
議
会
へ
お
願
い
で

き
な
い
と
判
断
し
た
。

問  

町
長
の
責
任
と
経

営
状
況
の
認
識
は
。

答  

取
締
役
と
し
て
の

責
任
は
認
識
し
て

問 

リ
フ
ト
更
新
後
の

運
営
方
針
は
。

答 

冬
期
間
が
長
い
本

町
に
お
い
て
、
住

民
の
健
康
づ
く
り
や
子
ど

も
た
ち
の
教
育
、
雇
用
の

場
と
し
て
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
学
校
統
合

後
に
お
い
て
も
ス
キ
ー
場

を
利
用
す
る
児
童
数
に
大

き
な
変
化
は
な
い
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。 

問 

将
来
の
負
担
の
考

え
は
。

答 
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
と
の
整

合
性
を
踏
ま
え
、
現
計
画

の
中
で
将
来
方
針
の
見
直

し
・
更
新
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
は
財
政
負
担
に
も
十

分
配
慮
し
な
が
ら
、
今
年

度
・
来
年
度
に
か
け
て
設

只
見
ス
キ
ー
場

リ
フ
ト
更
新
事
業
は

�

答
財
政
負
担
に
配
慮
し
た
維
持
管
理
を

齋
さい

藤
とう

　猛
たけし

議員

湯ら里の経営改善と
説明責任は
� 答 審議会を経て抜本的な改革を

い
る
。
経
営
状
況
に
つ
い

て
は
、
単
に
企
業
単
体
の

問
題
で
は
な
く
、
地
域
全

体
の
宿
泊
環
境
な
ど
も
含

め
て
総
合
的
に
考
え
る
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。問 

今
後
の
方
向
性
を

ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答 

今
議
会
に
提
案
し

て
い
る
審
議
会
を

経
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は

条
例
改
正
を
含
む
抜
本
的

な
改
革
に
着
手
す
る
内
容

を
、
精
査
の
上
議
会
に
説

明
す
る
。

備
の
長
寿
命
化
を
図
り
、

計
画
的
な
維
持
管
理
を
進

め
る
。

問 

議
会
・
町
民
へ
の

説
明
は
。

答 

予
算
の
確
保
に
至

る
ま
で
の
説
明
が

十
分
だ
っ
た
か
と
い
う
意

見
を
受
け
止
め
る
。
今
後

は
全
員
協
議
会
や
常
任
委

員
会
等
も
含
め
、
事
前
説

明
を
丁
寧
に
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
町
民
参
加
に
よ
る
施

設
の
あ
り
方
の
検
討
や
意

見
交
換
の
場
の
設
定
に
に

つ
い
て
、
必
要
に
応
じ
て

検
討
す
る
。

只見スキー場のリフト

季の郷・湯ら里
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予算の修正案ってなあに?
ブナりん イワっぺ

アカショウちゃん

只見町キャラクター ©Tadami

只見町議会中継は、
只見町議会ホームページから
視聴できます。

ブナりん
　3月会議で予算の修正案が
出されたけど、あれは、なあ
に？

議長
　よく見てくれてるね。まず、

役場の人は予算を提案する仕事、議会はそれ
を良いか悪いか判断する仕事なんだ。ここは
いいかな？

たら、議員の人がそこを修正した予算案を作
れば提案できるようになっているんだよ。そ
の作られたものを、予算の修正案っていうん
だ。

ブナりん
　なるほど、大変そうだね。修正案を作らず
に反対したらダメなの？

議長
　反対してもいいよ。ただね、只見町の全体
の予算は60億円ぐらいあるんだ。100万
円の仕事に反対したいからって、60億円も
全部反対すると困る人が沢山でそうでしょ。
だから自分の考えを適切に反映できるような
仕組みになっているんだよ。議会ってよく考
えられているよね。

ブナりん
　そうだね。教えてくれてありがとう！

議長
　その年の初めに、役場の人から「このぐら
いのお金を使いたいです」と大きな予算が提
案されるんだけど、その中に「これはどうし
てもダメだよ」と思うものがあったら反対し
たいよね。

アカショウちゃん
　うんうん。

議長
　けど僕たち議員は、全部に対して賛成か反
対かしか言えないんだ。だからほとんどは賛
成だけど、ここだけはどうしても反対と思っ

イワっぺ
　うん、大丈夫！
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只
見
高
等
学
校

　
　
３
年　
吉き

津つ　
瑞み

ず

希き

　
私
は
只
見
町
の
自
然
と
人

と
の
つ
な
が
り
の
温
か
さ
が

好
き
で
す
。
普
段
見
て
い
る

　
只
見
高
等
学
校

　
　
３
年　
船ふ

な

木き　
翔と

空あ

　
私
が
只
見
町
で
好
き
な
と

こ
ろ
は
、
自
然
が
と
て
も
豊

か
な
と
こ
ろ
で
す
。
春
は
桜

や
こ
ぶ
し
、
ヒ
メ
サ
ユ
リ
な

ど
に
彩
ら
れ
、
夏
は
ブ
ナ
の

私
の
好
き
な
只
見
町

私
の
只
見
町

景
色
や
地
域
の
方
と
の
交
流

も
只
見
町
な
ら
で
は
の
魅
力

だ
と
思
い
ま
す
。

　
進
学
や
就
職
を
き
っ
か
け

に
町
を
離
れ
る
人
も
い
ま
す

が
、
離
れ
て
初
め
て
気
づ
く

良
さ
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
思

い
ま
す
。
私
自
身
も
進
学
の

た
め
只
見
町
を
離
れ
る
予
定

で
、寂
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

残
り
の
只
見
町
で
の
時
間
を

木
々
が
生
い
茂
っ
て
い
ま
す
。

秋
に
は
ブ
ナ
、
カ
エ
デ
、
ミ

ズ
ナ
ラ
な
ど
の
美
し
い
紅
葉

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
冬

に
は
雪
景
色
が
広
が
り
、
雪

食
地
形
と
呼
ば
れ
る
珍
し
い

自
然
景
観
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
只
見
川
や

山
々
の
景
色
も
美
し
く
、
見

て
い
る
と
心
が
癒
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
の
人
た
ち
が

温
か
く
、
早
乙
女
や
お
ん
べ

な
ど
の
伝
統
や
文
化
を
大
切

有
意
義
に
過
ご
し
て
い
き
た

い
で
す
。

　
そ
し
て
町
を
離
れ
た
人
が

「
ま
た
戻
っ
て
き
た
い
」
と

思
え
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
町
で

あ
り
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

に
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
只
見

町
の
大
き
な
魅
力
だ
と
思
い

ま
す
。
自
然
豊
か
な
こ
の
環

境
の
中
で
暮
ら
せ
る
こ
と
は
、

只
見
町
な
ら
で
は
の
良
さ
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
こ
の
美
し
い
自
然
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

発
行
責
任
者

　
議　
　
長　
佐
藤　
孝
義

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
委
員
長　
目
黒　
道
人

　
副
委
員
長　
菅
家　
　
忠

　
委　
　
員　
山
岸　
国
夫

　
　
　
　
　
　
齋
藤　
　
猛

　
　
　
　
　
　
平
山
真
恵
美

　
　
　
　
　
　
⻆
田　
　
誠

ひ
と
こ
と

ひ
と
こ
と

　
進
学
先
で
新
し
い
お
友
達

が
で
き
た
ら
、
ぜ
ひ
遊
び
に

連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
気

に
入
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま

す
！

　
只
見
の
自
然
に
と
て
も
詳

し
く
て
感
心
し
ま
し
た
！
こ

れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

編
集
後
記

　
今
年
は
雪
解
け
も
は
や
く
新
緑
の
季

節
も
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
り
、
真
夏

の
よ
う
な
暑
さ
と
涼
し
さ
の
繰
り
返
し

で
、
み
な
さ
ん
体
調
管
理
は
い
か
が
で

す
か
。

　
今
年
の
４
月
か
ら
議
会
内
の
担
当
が

変
更
に
な
り
、
今
号
（
議
会
だ
よ
り
）

か
ら
新
し
い
広
報
広
聴
常
任
員
会
で
の

編
集
と
な
り
ま
す
。
７
月
初
め
に
は
福

島
県
町
村
議
長
会
に
よ
る
議
会
広
報
誌

の
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
中
で
は
、
只
見
町
議
会
だ
よ
り
を
提

出
し
専
門
家
に
よ
る
意
見
を
聞
き
ま
し

た
。
町
民
の
み
な
さ
ん
に
よ
り
解
り
や

す
い
議
会
だ
よ
り
発
行
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

�

（
山
岸
国
夫
委
員
）

24


